
●「JAPANブランド育成支援事業」

　国際見本市「メゾン・エ・オブジェ」出展  （2）

●会長さんを訪ねて（栗駒鶯沢商工会） （3）

●ＭＹ ＴＯＷＮ ホット情報（大崎商工会） （3）

●平成22年度中小企業大学校仙台校研修の案内 （4）

●東北初のBtoBポータルサイト始動！ （5）

●経営力向上支援事例発表会 （5）

●日本政策金融公庫／国民生活事業ニュース （6）

●ある日の指導日誌 （6）

●税のひとくち知識 （7）

●青年部 •女性部コーナー （8）

今が旬！マリンパル女川
おさかな市場の『かに祭り』

マリンパル女川おさかな市場では、毎月第２土曜日と日曜
日に『旬の海産物をメイン』としたイベントを開催しています。
３月のテーマは、今が旬の『かに』。女川湾近海で獲れた毛
がにの大特売や、市場特製のかに汁も無料で振舞われます。
また、店内では生鮮魚介類を浜値で販売するほか、イカポッ
ポ・ほたて焼きコーナーや３，０００円以上のお買上げでお買
物券が当たる、空クジ無しの大抽選会も開催されるなど、お楽
しみがいっぱいのイベントです。
■開催日／平成22年3月13日（土）～14日（日）
■時　間／10：00～15：00
■会　場／マリンパル女川おさかな市場前

（牡鹿郡女川町鷲神浜字鷲神２３０番地）
■交通手段／マイカーまたはJR（女川駅より徒歩５分）
■問合せ先／TEL0225（54）4714

（マリンパル女川事業協同組合）
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本
会
で
は
、
大
崎
市
鳴
子
地
域

の
優
秀
な
伝
統
的
工
芸
品
を
後
世

に
継
承
す
る
こ
と
、
ま
た
、「
木
地

玩
具
」
と
「
漆
塗
」
の
技
法
を
融

合
さ
せ
た
新
し
い
製
品
の
製
作
・
新

ブ
ラ
ン
ド
の
市
場
浸
透
並
び
に
海
外

市
場
展
開
に
よ
る
市
場
拡
大
に
着

手
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
経
済
産

業
省
の
補
助
事
業
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ

ラ
ン
ド
育
成
支
援
事
業
」
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
去
る
一
月
二
二
日
か

ら
二
六
日
に
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
ノ
ー

ル
ヴ
ィ
ル
パ
ン
ト
見
本
市
会
場
で

開
催
さ
れ
た
、
イ
ン
テ
リ
ア
関
連

製
品
の
国
際
見
本
市
「
メ
ゾ
ン
・

エ
・
オ
ブ
ジ
ェ
」
に
新
ブ
ラ
ン
ド

「
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
」
の
関
連
製
品
を

㈳
宮
城
県
国
際
経
済
振
興
協
会
等

各
種
団
体
の
ご
支
援
の
下
初
出
展

し
、
海
外
バ
イ
ヤ
ー
の
好
評
を
博

し
ま
し
た
。

会
場
の
広
さ
が
十
一
万
五
千
平

方
メ
ー
ト
ル
、
東
京
ド
ー
ム
の
約

十
倍
と
い
う
広
大
な
展
示
会
場
内

に
、
世
界
各
国
よ
り
約
二
三
〇
〇

社
が
出
展
、
約
一
〇
万
人
の
バ
イ

ヤ
ー
が
会
期
中
に
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
見
本
市
で
今
回
出
展
し
た

の
は
、
本
プ
ロ
ジェク
ト
で
デ
ザ
イ
ン

等
に
つい
て
研
究
・
検
討
を
重
ね
製

造
し
た
コ
ー
ヒ
ー
テ
ー
ブ
ル
、
フ
ル
ー

ツ
コン
ポ
ー
ト
、フ
ラ
ワ
ー
ベ
ー
ス
、キ
ャ

ン
ド
ル
ス
タ
ン
ド
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル

ダ
ー
等
八
つ
の
ア
イ
テ
ム
で
し
た
。

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
の
ブ
ー
ス
に
は
、

会
期
中
約
二
二
〇
〇
名
の
来
場
者

が
あ
り
、
う
ち
約
八
〇
社
の
バ
イ

ヤ
ー
と
商
談
を
行
い
ま
し
た
。
イ

ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
店
舗
・

ホ
テ
ル
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ホ
テ
ル

の
オ
ー
ナ
ー
、
日
本
の
工
芸
品
を

専
門
的
に
扱
う
業
者
等
様
々
な
業

種
の
方
々
と
商
談
を
行
い
、「
新
規

性
に
富
む
デ
ザ
イ
ン
で
他
に
類
を

見
な
い
」、「
デ
ザ
イ
ン
が
斬
新
で

あ
る
」
等
、
全
て
手
作
り
で
あ
る

こ
と
と
デ
ザ
イ
ン
の
独
自
性
か
ら
、

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
製
品
の
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
を
高
く
評
価
さ
れ
、
そ
の

結
果
、「
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
タ
ン
ド
を

う
ち
の
ホ
テ
ル
で
使
っ
て
み
た
い
」、

「
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
を
ギ
フ
ト

品
と
し
て
扱
い
た
い
」
な
ど
の
声

を
も
と
に
、
価
格
・
取
引
数
量
を

引
き
続
き
商
談
し
、
成
約
に
結
び

付
け
る
予
定
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
回
製
作
し
た
製
品
だ

け
で
な
く
、
既
存
の
伝
統
工
芸
品

の
成
約
も
あ
り
、
国
際
的
に
も
日

本
文
化
へ
の
造
詣
の
深
さ
を
再
認

識
し
た
出
展
で
も
あ
り
ま
し
た
。

製
品
の
受
注
に
つ
な
が
る
商
談
が

で
き
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
で
あ

り
ま
し
た
が
、
逆
に
来
場
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
通
じ
て
、
克
服

す
べ
き
課
題
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

伝
統
産
業
の
振
興
の
た
め
、
こ

れ
ら
の
課
題
を
克
服
し
な
が
ら
、

ブ
ラ
ン
ド
の
更
な
る
発
展
の
た
め

引
き
続
き
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

色とりどりの製品が展示された「NARUKO」の展示ブース

各国のバイヤーが訪れ賑わうブース内

「JAPANブランド育成支援事業」

国際見本市「メゾン・エ・オブジェ」出展
　〜大崎市「NARUKO」海外展開を目指して〜
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午
前
九
時
〜
午
後
五
時

◆
開
催
場
所

宮
城
県
大
崎
市
三
本
木
斉
田

ひ
ま
わ
り
の
丘

◆
交
通
ア
ク
セ
ス

東
北
自
動
車
道
三
本
木
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
よ
り
車
で
五
分

ま
た
は
、Ｊ
Ｒ
古
川
駅
か
ら「
三

本
木
音
無
行
」バ
ス
約
三
〇
分
、

下
車
後
徒
歩
一
〇
分

◆
駐
車
場

約
二
〇
〇
台

※
栽
培
協
力
費
と
し
て
、
大
型

バ
ス
一
〇
〇
〇
円
、
普
通
車

二
〇
〇
円

◆
お
問
合
せ
先

大
崎
市
三
本
木
総
合
支
所
産
業

建
設
課

電
話
：
〇
二
二
九-

五
二-

五
八
三
六

◎
会
長
さ
ん
の
ご
商
売
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

私
の
家
は
祖
父
の
代
か
ら
続
く

米
屋
を
長
年
営
ん
で
お
り
ま
し
た

が
、
昭
和
五
五
年
に
勤
め
て
い
ま

し
た
宮
城
交
通
㈱
を
退
職
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
車
の
タ
イ
ヤ

販
売
を
手
掛
け
る
㈲
菊
清
商
店
を

設
立
し
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
現
在
は
栗
駒
地
区
に
長
男

と
二
店
舗
を
経
営
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、地
域
の
ド
ラ
イ
バ
ー

と
同
乗
者
の
安
全
を
守
り
続
け
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
地
域
の
商
工
業
の
状
況
は
い

か
が
で
す
か
。

栗
原
市
は
、
平
成
一
七
年
四
月

に
一
〇
町
村
が
合
併
し
誕
生
し
た

市
で
あ
り
ま
す
が
、
商
工
会
に
つ

い
て
は
、
行
政
合
併
に
先
立
ち
、

平
成
一
六
年
一
一
月
に
栗
駒
町
と

鶯
沢
町
の
商
工
会
が
合
併
し
、
栗

駒
鶯
沢
商
工
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
地
域
一
丸
と
な
っ
て
復
興
へ
」

栗
駒
鶯
沢
商
工
会

会
長
　
菊
地
　
保
行
　
氏

商
工
会
地
区
の
人
口
は
、
約

一
万
六
千
人
、
商
工
業
者
数
は
約

六
二
〇
人
と
、
県
内
で
も
小
規
模

な
商
工
会
で
あ
り
ま
す
。

栗
駒
地
区
は
、
栗
原
市
の
北
東

部
に
位
置
す
る
国
定
公
園
栗
駒
山

の
山
麓
に
広
が
り
、
自
然
に
恵
ま

れ
た
地
域
で
、
中
で
も
栗
駒
山
に

は
、
春
は
新
緑
、
夏
は
登
山
、
秋

は
紅
葉
、
冬
は
ス
キ
ー
と
年
間
約

六
〇
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

鶯
沢
地
区
は
、
一
二
〇
〇
年
の

歴
史
を
持
つ
鉛
と
亜
鉛
を
産
出
す

る
細
倉
鉱
山
（
昭
和
六
二
年
に
閉

山
）
が
あ
り
、
昭
和
四
〇
年
代
に

は
非
常
に
活
気
が
あ
っ
た
地
域

で
、
平
成
一
九
年
に
映
画
「
東
京

タ
ワ
ー
」
の
ロ
ケ
地
に
選
ば
れ
た

こ
と
で
一
躍
脚
光
を
浴
び
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
二
〇
年

六
月
一四
日
発
生
し
ま
し
た
岩
手
・

宮
城
内
陸
地
震
で
、
当
地
区
の
生

夏
に
な
る
と
、
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

も
の
広
大
な
斜
面
に
ひ
ま
わ
り
が

咲
き
誇
る
「
ひ
ま
わ
り
の
丘
」
で

は
、
春
に
は
約
二
〇
〇
万
本
の
菜

の
花
が
咲
き
誇
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
「
菜
の
花
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

見
渡
す
限
り
黄
色
の
絨
毯
を
敷

き
詰
め
た
よ
う
な
景
観
は
圧
巻

で
、菜
の
花
摘
み
も
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
会
場
で
は
菜
の
花
を

使
っ
た
特
産
品
や
菜
の
花
ア
イ
ス

等
が
販
売
さ
れ
、
多
く
の
観
光
客

で
賑
わ
い
ま
す
。

◆
開
催
期
間

四
月
下
旬
〜
五
月
上
旬

活
は一変
し
、
改
め
て
自

然
災
害
の
脅
威
を
目
の

当
た
り
に
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
県
内

は
も
と
よ
り
、
全
国
各

地
か
ら
の
暖
か
い
ご
支
援

に
よ
り
、
現
在
「
が
ん

ば
ろ
う
栗
原
」
を
合
い

言
葉
に
、
市
全
体
で
震
災
か
ら
の

復
興
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
少
し
ず

つ
で
す
が
復
興
の
光
が
見
え
始
め
て

お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
時
間
を

要
す
る
よ
う
で
す
。

◎
商
工
会
が
取
り
組
む
街
づ
く

り
事
業
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、

「
地
域
に
根
ざ
し
た
商
工
会
」
を

基
本
と
し
て
、
国
や
県
・
市
の
施

策
を
積
極
的
に
有
効
活
用
し
、
潤

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、当
地
区
は
元
来
青
年
部
・

女
性
部
活
動
が
非
常
に
活
発
で
あ

り
、
特
に
本
年
女
性
部
で
は
、
栗

駒
独
自
の
正
藍
冷
染
つ
る
し
飾
り

の
製
作
の
勉
強
会
を
重
ね
、
毎
年

三
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
く
り

こ
ま
商
家
の
ひ
な
祭
り
」
の
お
土

産
品
と
し
て
開
発
・
販
売
す
る
な

ど
地
域
お
こ
し
に
大
い
に
貢
献
し

て
お
り
ま
す
。

今
後
は
一
日
も
早
い
復
興
を
目

指
し
て
、
商
工
会
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
積
極
的
に
事
業
展
開
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

「
大
崎
市
　
菜
の
花
ま
つ
り
」

六
㌶
の
丘
に
二
〇
〇
万
本
の
菜
の
花
が
！

大
崎
商
工
会

菜の花畑で遊ぶ子供たち

女性部が開発した正藍冷染つるし飾り

発行　平成22年3月1日（3）第271号 発行　平成22年3月1日



第271号（4）発行　平成22年3月1日発行　平成22年3月1日



大
崎
エ
リ
ア
の
加
美
・
大
崎
・

玉
造
・
美
里
町
・
涌
谷
町
の
五
商

工
会
及
び
古
川
商
工
会
議
所
、
三

金
融
機
関
が
運
営
組
織
（
幹
事
：

加
美
商
工
会
）
と
な
っ
て
昨
年

一
二
月
五
日
に
、「
宮
城
仮
想
工

業
団
地
」が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

宮
城
県
内
の
優
良
製
造
業
者
、

も
の
づ
く
り
企
業
の
情
報
を
発
信

し
、
受
発
注
機
会
を
支
援
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
東
北
初
の
本
格

的
Ｂ
to
Ｂ（
企
業
間
電
子
商
取
引
）

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
、
二
月
一
日

現
在
、
電
気
・
電
子
機
械
器
具
製

造
業
や
金
属
加
工
業
等
四
九
社
の

加
盟
が
あ
り
ま
す

一
昨
年
来
の
未
曾
有
の
景
気
悪

化
に
よ
り
、
多
く
の
製
造
業
、
建

設
業
等
に
と
っ
て

先
が
見
え
な
い

中
、
企
業
情
報
が

集
積
さ
れ
た
仮

想
工
業
団
地
は
、

ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ

て
必
要
な
情
報
を

得
や
す
い
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
ま
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
た
従
来
に

な
い
受
注
を
開
拓

で
き
る
可
能
性
を

秘
め
て
お
り
、
事

業
の
新
展
開
が
期

待
で
き
ま
す
。

是
非
ア
ク
セ
ス

を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

去
る
二
月
二
・
三
・
五
日
の
三
日

間
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
を
会
場
に
、

宮
城
県
及
び
市
町
村
担
当
者
等
多

数
の
来
賓
ご
臨
席
の
下
、
経
営
力

向
上
支
援
事
例
発
表
会
が
開
催
さ

れ
た
。

本
発
表
会
は
、
県
下
二
六
の
各

エ
リ
ア
に
お
い
て
、
経
営
指
導
員

全
員
が
経
営
力
向
上
研
究
会
を
定

期
的
に
開
催
し
、
会
員
事
業
所
を

経
営
力
向
上
に
導
く
た
め
の
改
善

策
や
経
営
戦
略
の
提
案
等
に
つ
い

て
研
究
・
検
討
し
て
お
り
、
経
営

力
向
上
へ
の
取
組
み
に
経
営
指
導

員
が
ど
の
よ
う
に
関
り
、
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
、
そ

の
事
例
を
発
表
す
る
こ
と
で
、
経

営
指
導
能
力
の
向
上
に
繋
が
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

各
開
催
日
と
も
昨
年
度
よ
り
も

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
発
表
内
容
と

な
っ
て
お
り
、
本
年
度
県
の
経
営

革
新
計
画
承
認
を
受
け
た
事
例
が

二
件
、
平
成
一
九
年
度
承
認
を
受

け
た
企
業
の
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
等
着
実
に
多
様
化
・
高
度

化
す
る
中
小
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
べ
く
、
経
営
指
導
員
の
小
規

模
事
業
者
等
に
対
す
る
支
援
ス
キ

ル
が
高
ま
っ
て
い
る
。

発
表
会
の
最
後
に
は
、
各
日
の

代
表
講
師
（
第
一
日
・
経
営
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
波
多
野
事
務
所

波
多
野
卓
司
先
生
、
第
二
日
・
経

営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
共
創
鈴
木

斉
先
生
、
第
三
日
・
ア
オ
ヌ
マ
経

営
情
報
研
究
所
青
沼
泰
彦
先
生
）

よ
り
、
提
案
型
指
導
を
通
じ
て
元

気
企
業
（
儲
か
る
企
業
）
を
輩
出

す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

ご
指
導
い
た
だ
い
た
。

尚
、
各
開
催
日
毎
に
事
例
発
表

を
審
査
し
た
と
こ
ろ
、
下
記
の
と

お
り
各
二
事
例
が
優
秀
事
例
と
し

て
選
考
さ
れ
た
。

東
北
初
の
B
to
B
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
始
動
！

「
宮
城
仮
想
工
業
団
地
」

元
気
企
業（
儲
か
る
企
業
）の
輩
出
を
目
指
し
て

︱
経
営
力
向
上
支
援
事
例
発
表
会
︱

プレゼンテーションする発表者

発表事例に対して講評する講師

「宮城仮想工業団地」URL：http://www.miyagi-vip.jp

経営力向上支援事例発表会優秀支援事例
月日 エリア・商工会名 業　種 テ　ー　マ

2/2 刈田
（蔵王町･七ヶ宿町） 電 子 器 具 製 造 業 業績不振による経営資源の有効活用

くろかわ 軽 量 鉄 骨 加 工 業 避雷針からの飛躍
〜脱着式キャンピングBOXへの挑戦!! 〜

2/3 多賀城・七ヶ浜 弁 当 製 造 販 売 業 弁当製造販売業者のオリジナルFCシステムの構築

登米みなみ 食 品 卸 加 工 業 野菜生産農家からの飛躍・地元農家との連携
〜安全な地元農産物で安心食品の開発〜

2/5 若柳金成 美 容 業 婚活支援でトータルブライダルサロンへ

登米中央 食肉加工卸・小売業 夢の実現へ第一歩
〜直売部門強化へ商工会流コーチング型支援〜

発行　平成22年3月1日（5）第271号 発行　平成22年3月1日



百
年
に
一
度
の
未
曾
有
の
経
済

危
機
に
対
し
、
国
で
は
過
去
最
大
の

経
済
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
最
近
で
は
「
二
番
底
」
な
ど
と

称
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
に
お
い
て

は
依
然
先
行
き
が
全
く
見
え
な
い

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
会
員
の

方
々
か
ら
は
、「
いつ
ま
で
耐
え
な
く

て
は
い
け
な
い
の
か
、
我
慢
も
限
界

だ
」と
い
う
声
も
多
く
耳
に
し
ま
す
。

現
在
私
が
担
当
し
て
い
る
労
働

保
険
委
託
業
務
を
通
し
て
も
、
委

託
事
業
所
数
・
従
業
員
数
は
も
と

よ
り
、
従
業
員
への
支
払
賃
金
か
ら

算
出
す
る
労
働
保
険
料
が
年
々
右

肩
下
が
り
で
減
少
し
て
お
り
、
地

域
中
小
企
業
の
景
況
が
、
労
働
保

険
の
各
数
字
に
顕
著
に
表
れ
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

ま
た
、
最
近
「
今
、
忙
し
い
業

種
や
儲
かって
い
る
業
種
は
何
か
？
」

と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
が
、
残
念
な

が
ら
そ
の
問
い
に
対
す
る
明
確
な
回

答
に
は
「
な
い
」
と
答
え
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

商
工
会
業
務
の
主
軸
で
あ
る
金
融

の
相
談
で
は
、
昨
今
マ
ル
経
融
資
を

は
じ
め
様
々
な
支
援
メニュー
が
拡
充

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
全
然
先
が
見

え
な
い
中
、毎
日
支
払
い
に
追
わ
れ
て

い
る
状
況
で
、
融
資
を
受
け
て
も
返

済
で
き
る
か
不
安
で
あ
る
」
と
い
う

理
由
か
ら
融
資
申
込
を
躊
躇
さ
れ

る
方
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
区
内
で
も
こ

の
不
景
気
の
中
順
調
に
業
績
を
伸

ば
し
て
い
る
事
業
所
も
あ
り
、
何
が

他
社
と
違
う
の
か
と
注
意
深
く
目

を
凝
ら
す
と
、ま
ず
自
社（
事
業
所
）

の
「
数
字
」
を
い
ち
早
く
把
握
し

て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

細
か
な
経
営
分
析
も
も
ち
ろ
ん
大

事
な
の
で
す
が
、
大
切
な
の
は
常
に

自
社
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
こ

と
で
、
そ
れ
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
の

が
「
数
字
」
な
の
で
す
。
景
気
が

良
い
時
は
単
純
に
売
上
金
額
だ
け

を
見
て
い
れ
ば
支
障
は
な
か
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
日
で
は
、
出

来
る
限
り
早
い
時
期
に
直
近
の
「
数

字
」
を
把
握
す
る
こ
と
が
次
の
方

策
や
資
金
繰
り
の
改
善
等
に
繋
が

る
一
手
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
事
業
所
に
よって
販

売
方
法
や
ノ
ウハウ
等
は
違
い
ま
す
が
、

「
数
字
」
を
把
握
す
る
こ
と
は
会

社
規
模
の
大
小
に
拘
わ
ら
ず
共
通

す
る
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
は
、
融
資
申
込
の
相
談

を
受
け
た
場
合
、
申
込
書
類
を
確

認
し
金
融
機
関
に
斡
旋
す
る
と
こ

ろ
で
終
わ
る
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
の

で
す
が
、
今
後
は一歩
踏
み
込
ん
で
、

事
業
所
の
売
上
増
加
と
と
も
に
、

利
益
（
所
得
）
確
保
す
る
た
め
の

方
策
を
提
案
で
き
る
よ
う
幅
広
い

経
営
支
援
を
心
が
け
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

「数字」が教えてくれるもの

栗原南部商工会
主任主査
千　葉　　　惣

日本政策金融公庫 国民生活事業からのご案内

＜お問合わせ先＞ 株式会社日本政策金融公庫　仙台支店　国民生活事業　ＴＥＬ：０２２－２２２－５１７３

●より多様なニーズに対応するため、平成21年6月15日から以下の拡充を行っています。
●平成21年度第2次補正予算の成立により、更なる制度拡充が行われます。

セーフティネット貸付等の制度拡充

《平成21年6月15日からの主な拡充内容》

●経営環境変化対応資金及び金融環境変化対応資金

・雇用の維持・拡大を図る方の運転資金の金利を0.1％引下げ
※売上・利益率等が減少するなど業績が特に悪化している
方の運転資金の金利引下げ
　（0.3％）と併用可

●第三者保証人等を不要とする融資

・セーフティネット貸付をご利用いただく場合、上乗せ利率
を0.3％引下げ
　 （上乗せ0.65％→上乗せ0.35％）

《平成21年度第2次補正予算に伴う主な拡充内容》

●経営環境変化対応資金及び金融環境変化対応資金

・雇用の維持・拡大を図る方の運転資金の金利を0.2％引下げ
※売上・利益率等が減少するなど業績が特に悪化している
方の運転資金の金利引下げ
　（0.3％）と併用可

●設備投資に必要な資金の金利引下げ

・設備資金の金利を当初2年間0．5％引下げ

第271号（6）発行　平成22年3月1日発行　平成22年3月1日



確定申告が間違っていたとき
確定申告書を提出した後で計算誤りなど申告内容
に間違いがあることに気付いたり、うっかりして確
定申告書の提出を忘れている方はいませんか。
申告内容に間違いがあるときは、それを訂正する
手続があります。また、確定申告をしなければなら
ないのに申告書の提出を忘れているときは、直ちに
確定申告をして下さい。
そこで、確定申告の内容に間違いがあったときの
訂正の仕方などについて説明します。

【税額を多く申告したとき】
確定申告書を提出した後で、税額を多く申告して
いたことに気付いたときは、「更正の請求」をして
正しい税額への訂正を求めることができます。
この更正の請求をする場合は、税務署に用意して
ある「更正の請求書」に既に申告した金額と訂正す
べき金額などを記入して、所轄の税務署長に提出し
て下さい。
更正の請求ができる期間は、原則として、法定申
告期限から1年以内です。
更正の請求書が提出されると、税務署でその内容

を検討し、その請求内容が正当と認められたときは、
納め過ぎの税金は還付されます。

【税額を少なく申告していたとき】
確定申告書を提出した後で、税額を少なく申告し
ていたことに気付いたときは、「修正申告」をして
正しい税額に修正して下さい。
この修正申告をする場合は、税務署に用意してあ
る申告書Ｂ第一表と第五表（修正申告書・別表）（以
下「修正申告書」といいます。）に、既に申告した金
額と修正すべき金額などを記入して提出して下さい。
修正申告は、税務署から更正を受けるまではいつ
でもできますが、なるべく早く申告されることをお
勧めします。
なお、修正申告によって新たに納めることになっ
た税額は、修正申告書を提出する日（納期限）まで
に納めて下さい。
なお、詳しいことは最寄の商工会にお尋ね下さい。

宮城県商工会連合会　　　　　　　　
嘱託専門指導員　菅　野　正　弘

安い掛金で大きな安心

お問い合わせ　お申し込みは あるいは直接 宮城県火災共済協同組合もよりの商工会 へ TEL0222（263）1265　FAX022（267）2878

火
災
共
済

自
動
車
共
済

医
療
総
合
共
済

休
業
補
償
共
済

各
種
共
済

そ
の
他

商工会
が

お勧め
する

自主記帳ネットde記帳

詳しくは最寄りの商工会までお問い合わせください。

今年も手書きですか？
インターネットでできる
中小企業会計システム ネットde記帳ネットde記帳ネットde記帳
・インターネット環境及びパソコンがあ
ればお申し込み後すぐにご利用いただ
けます。インストールや導入設定は不
要です。

すぐに使えます！
・伝票処理や操作方法等、システム・会計
全般に関することを、商工会がしっかり
手厚くサポートします。セキュリティー
も万全です。

初めてでも安心！
・日々の会計処理等を行うだけで、通常帳
票に加え、青色申告決算書、も出力でき
ます。

日々の入力で税務書類まで作成！

発行　平成22年3月1日（7）第271号 発行　平成22年3月1日



宮
城
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連

合
会
の
代
表
者
と
の
交
流
研
修
会

去
る
二
月
一
八
日
仙
台
国
際
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、
県
下
商
工
会
女

性
部
正
副
部
長
八
二
名
が
一
同
に

会
し
、
商
工
会
女
性
部
正
副
部
長

研
修
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。

基
調
講
演
で
は
、
大
手
食
品
会

社
で
商
品
開
発
を
し
て
い
た
経
験

を
持
つ
㈱
レ
ッ
プ
ア
ン
ド
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
加
藤
エ
リ
氏
よ
り
、

地
場
産
品
を
活
か
し
た
商
品
開
発

に
あ
た
っ
て
は
、
昨
今
の
食
品
へ

の
安
心
・
安
全
志
向
か
ら
、
食
に

対
し
て
消
費
者
の
関
心
が
高
い
の

で
、
単
に
地
元
に
あ
る
も
の
を
詰

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

で
十
一
回
目
を
数
え
る
。

自
己
紹
介
し
た
後
、
両
団
体
の

活
動
状
況
に
つ
い
て
、
本
会
か
ら
、

大
河
原
町
商
工
会
青
年
部
の
キ
ッ

ズ
マ
ー
ト
（
就
業
体
験
）
事
業
、

会
議
所
か
ら
、
仙
台
商
工
会
議
所

青
年
部
の
日
本
商
工
会
議
所
青
年

部
第
二
八
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

仙
台
大
会
の
取
組
み
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
発
表
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
で
も
、
お
互

い
の
地
区
の
業
況
や
事
業
内
容
、

青
年
部
員
の
加
入
方
策
等
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
等
が
交
わ
さ

れ
た
。

ん
で
い
け
ば
、
可
能
性
が
広
が
る

の
で
は
な
い
か
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
い
た
。

続
い
て
、
秋
田
県
仙
北
市
商
工

会
井
上
好
子
女
性
部
長
が
、「
お

米
（
こ
ま
ち
）
で
パ
ン
！
〜
地
元

食
材
へ
の
こ
だ
わ
り
と
地
域
貢
献

〜
」、
角
田
市
商
工
会
相
澤
邦
戸

女
性
部
長
が
「
ふ
る
さ
と
小
包
グ

ラ
ン
プ
リ
事
業
へ
の
取
組
み
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
事
例

発
表
を
行
っ
た
。

最
後
に
、「
こ
れ
か
ら
の
特
産

品
開
発
に
向
け
て
」
と
題
し
、
地

域
に
お
け
る
商
品
開
発
の
方
向
性

や
、
商
品
化
す
る
上
で
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
積
極
的
に
意
見
交
換

が
な
さ
れ
た
。

宮
城
県
商
工
同
友
会
（
会
員

三
八
名
）
の
設
立
総
会
が
、
平
成

二
一
年
一
二
月
四
日
ホ
テ
ル
仙
台

プ
ラ
ザ
を
会
場
に
二
四
名
出
席
の

下
開
催
さ
れ
た
。

設
立
発
起
人
代
表
狩
野
勝
彦
氏

（
く
ろ
か
わ
）
よ
り
、
設
立
に
至
っ

た
経
緯
等
に
つ
い
て
挨
拶
し
た
後
、

議
長
に
吉
田
均
氏
（
岩
沼
市
）
を

選
出
し
て
、
会
則
の
制
定
、
平
成

二
一
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
等
に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
初
代
役
員
に
は
左
記
の

方
々
が
選
任
さ
れ
た
。

【
初
代
役
員
】

会　

長　

狩
野　

勝
彦（く

ろ
か
わ
）

副
会
長　

鈴
木　

孝
弘

（
み
や
ぎ
仙
台
）

理　

事　

佐
藤　
　

毅

（
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
）

理　

事　

加
藤　

新
一（

美
里
町
）

理　

事　

大
久
保
博
信

（
み
や
ぎ
仙
台
）

監　

事　

齋
藤　

富
一

（
栗
原
南
部
）

監　

事　

雫
石　
　

浩（東
松
島
市
）

総
会
終
了
後
、
全
国
商
工
会
連

合
会
組
織
強
化
推
進
本
部
長
大
髙

衛
氏
よ
り
、「
商
工
会
事
業
と
組

織
強
化
の
推
進
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
今
後

の
活
動
に
つ
い
て
激
励
の
エ
ー
ル

が
贈
ら
れ
た
。

出
席
者
は
旧
知
の
仲
間
と
の

久
々
の
再
会
に
親
交
を
深
め
、
青

年
部
時
代
に
培
っ
た
知
識
、
経
験

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
な
が

ら
、
地
域
の
活
性
化
と
商
工
会
事

業
・
組
織
改
革
の
推
進
役
と
な
る

こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

【
会
員
の
資
格
】

本
会
の
会
員
は
、
原
則
と
し
て

宮
城
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
役

員
経
験
者
と
す
る
。
年
齢
は
満

五
〇
歳
未
満
と
す
る
。
た
だ
し
、

上
記
以
外
の
者
で
あ
っ
て
も
、
本

会
役
員
会
が
特
に
承
認
し
た
場
合

は
、会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

尚
、
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

最
寄
り
の
商
工
会
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

組
織
を
超
え
た
事
業
連
携
に
向
け
交
流
図
る

︱
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
代
表
者
と
の
交
流
研
修
会
︱

県
青
連
役
員
O
B
会
が
発
足

︱
県
商
工
同
友
会
設
立
︱

女
性
の
パ
ワ
ー
で
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

︱
商
工
会
女
性
部
正
副
部
長
研
修
懇
談
会
︱

事例発表に耳を傾ける参加者

が
、
一
二
月
八
日
に
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
を
会
場
に
一
九

商
工
会
青
年
部
（
参
加
三
〇
名
）

と
六
商
工
会
議
所
青
年
部
（
参
加

二
三
名
）
参
加
の
下
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
交
流
会
は
、
共
に
地
域
活

性
化
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
若
手

後
継
者
等
が
組
織
の
垣
根
を
越
え

て
一
堂
に
会
し
、
日
頃
の
青
年
部

活
動
や
家
業
に
つ
い
て
情
報
交
換

を
行
い
、
家
業
の
発
展
と
地
域
貢

献
へ
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年

め
込
む
の
で
は
な
く
、
女
性
な
ら

で
は
の
視
点
で
細
か
な
商
品
へ
の

配
慮
や
思
い
を
込
め
な
が
ら
取
組懇談会の様子

設立総会風景

みやぎ食料自給率向上県民運動キャッチフレーズ
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